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【
第
百
六
十
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

師
走
に
入
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
３
週

間
あ
ま
り
と
な
っ
た
１
２
月
９
日
に
十
日
目

と
千
秋
楽
が
開
催
さ
れ
た
。

混
戦
と
な
っ
た
今
場
所
だ
が
、
最
後
に
賜

杯
を
手
に
し
た
の
は
前
頭
筆
頭
の
西
神
門
。

初
優
勝
を
１
０
勝
１
敗
で
飾
る
と
と
も
に
、

敢
闘
賞
（
３
回
目
）
と
技
能
賞
（
初
）
を
併
せ

て
受
賞
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
三
賞
は
殊
勲
賞
に
八
日
目
に

横
綱
千
代
鈴
を
破
っ
た
関
脇
四
季
嶋
が
２
回

目
の
受
賞
、
敢
闘
賞
は
千
秋
楽
ま
で
優
勝
争

争
い
が
絞
ら
れ
た
。

千
秋
楽
は
西
神
門
と
剛
勇
山
と
が
直
接
対

決
。
大
神
楽
は
横
綱
千
代
鈴
と
結
び
で
対
戦

と
な
っ
た
。
大
神
楽
か
西
神
門
が
と
も
に
勝

て
ば
１
敗
で
の
優
勝
決
定
戦
と
な
る
が
、
と

も
に
敗
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
剛
勇
山

を
含
め
た
３
人
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
の
可
能

性
も
あ
る
。

優
勝
に
か
か
わ
る
一
番
で
、
先
ず
は
西
神

門
と
剛
勇
山
が
土
俵
に
上
が
る
。

西
神
門
は
先
場
所
９
勝
２
敗
で
優
勝
し
た

千
代
鈴
に
次
ぐ
準
優
勝
の
成
績
を
上
げ
、
今

場
所
は
初
日
に
大
神
楽
に
敗
れ
た
も
の
の
２

日
目
か
ら
９
連
勝
。
三
日
目
に
は
横
綱
若
ノ

嶋
を
破
る
な
ど
、
さ
ら
に
強
さ
が
増
し
た
急

成
長
の
相
撲
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
の
剛
勇
山
は
幕
尻
ま
で
残
り
２
枚
と

今
場
所
の
成
績
次
第
で
は
十
両
陥
落
も
覚
悟

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
番
付
ま
で
落
ち
て
い

た
が
、
奮
起
し
た
今
場
所
は
初
日
か
ら
６
連

勝
と
し
て
千
秋
楽
ま
で
優

勝
争
い
を
演
じ
て
い
る
。

勝
負
は
「
な
ん
か
や
だ

な
ぁ
！
」
と
の
春
日
根
親

方
の
不
安
を
一
掃
す
る
か

の
よ
う
な
力
強
い
相
撲
で

西
神
門
が
右
か
ら
の
の
ど

輪
で
剛
勇
山
を
下
し
た
。

１
敗
を
守
っ
た
西
神
門
は

控
え
室
に
戻
り
、
決
定
戦

を
想
定
し
て
気
合
い
を
入

れ
直
し
て
結
び
の
一
番
を

モ
ニ
タ
ー
で
観
戦
。

「
こ
の
一
番
に
て
千
秋
楽
に
ご
ざ
い
ま
す
る
～
」

と
の
木
村
章
之
助
の
触
れ
。
今
年
最
後
の
取
組
、
千

代
鈴
と
大
神
楽
が
相
対
す
る
。

優
勝
候
補
の
本
命
と
言
わ
れ
て
い
た
千
代
鈴
だ
っ

た
が
、
相
撲
の
歯
車
が
噛
み
合
わ
な
い
よ
う
な
相
撲

が
散
見
さ
れ
、
連
敗
も
あ
っ
て
優
勝
争
い
か
ら
脱
落
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
一
番
は
弟
弟
子
で
あ
る
西
神
門

の
援
護
射
撃
と
な
る
た
め
自
ず
と
気
合
が
入
る
。

一
方
の
大
神
楽
は
今
場
所
は
体
重
が
増
え
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
早
い
相
撲
で
勝
負
を
つ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
安
定
感
が
増
し
た
。
今
場
所
こ
そ
は
何
と
し
て

も
優
勝
し
て
悲
願
の
横
綱
昇
進
へ
の
足
が
か
り
と
し

た
い
と
こ
ろ
。

先
ず
は
こ
の
一
番
に
勝
っ
て
、
西
神
門
と
の
優
勝

決
定
戦
に
持
ち
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

勝
負
は
立
合
い
の
踏
み

込
み
よ
く
大
神
楽
が
左
を

差
す
体
勢
に
。
し
か
し
、

前
の
め
り
に
な
り
す
ぎ
て

足
が
つ
い
て
い
か
ず
千
代

鈴
を
寄
り
切
る
前
に
土
俵

を
這
っ
た
。
「
あ
～
！
」

と
悲
鳴
に
も
近
い
声
を
あ

げ
る
磯
ノ
海
親
方
。
「
せ

っ
か
く
左
を
差
し
た
の
に

な
ぁ
！
」
と
錦
風
親
方
。

こ
れ
に
よ
り
、
決
定
戦
に

も
つ
れ
込
む
こ
と
な
く
、
西
神
門
の
初
優
勝
が
決
ま

っ
た
。

今
場
所
は
２
人
の
ベ
テ
ラ
ン
横
綱
が
休
場
し
、
来

場
所
も
休
場
し
て
次
の
場
所
に
進
退
を
賭
け
て
出
場

す
る
模
様
。
今
場
所
９
勝
２
敗
で
惜
し
く
も
優
勝
は

な
ら
な
か
っ
た
大
神
楽
は
優
勝
が
大
前
提
だ
が
、
そ

の
内
容
次
第
で
は
横
綱
昇
進
の
話
に
及
ぶ
可
能
性
も

あ
る
。

ま
た
、
来
場
所
は
勝
ち
越
し
た
鉄
甲
、
綱
乃
花
、

四
季
嶋
の
３
関
脇
に
優
勝
の
西
神
門
を
加
え
た
４
関

脇
の
番
付
に
な
り
そ
う
で
、
４
人
に
よ
る
大
関
昇
進

争
い
に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

来
年
は
新
旧
交
代
の
年
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も

若
ノ
嶋
、
春
ノ
翔
が
そ
れ
に
立
ち
は
だ
か
る
の
か
、

来
年
の
本
場
所
が
楽
し
み
だ
。

（
錦
風
）

い
を
演
じ
た
剛
勇
山
が
初
受
賞
、
技
能
賞
は

初
日
か
ら
７
連
勝
し
、
技
能
を
発
揮
し
た
夢

ノ
花
が
初
受
賞
と

な
っ
た
。

九
日
目
を
終
え

て
、
大
関
大
神
楽
、

平
幕
の
西
神
門
と

剛
勇
山
の
３
人
が

１
敗
、
こ
れ
を
平

幕
の
宇
治
家
、
夢

ノ
花
の
２
人
が
２

敗
で
追
う
と
い
う

状
況
だ
っ
た
が
、

十
日
目
に
剛
勇
山
、

宇
治
家
、

夢
ノ
花

が
敗
れ
、

１
敗
の

大
神
楽
、

西
神
門

と
２
敗

の

の
剛
勇

山
の
３

人
に
優

優

勝
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↑初の賜杯を朝日松理事長から受ける

西神門。兄弟子の横綱千代鈴ととも

に春日根黄金時代の立役者だ。

↓千秋楽、１敗の西神門は２敗の剛勇

山と対戦。左差しから一気の寄りで

完勝。結びの一番で大神楽が敗れて

優勝が決まった。

千代鈴○(引き落し)●大神楽

大神楽○(寄り切り)●剛勇山 西神門○(寄り切り)●宇治家


